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7月31日（火）、今年で３年目となる「地域つながりまち歩き」に青葉小１～３年生
の児童16名が参加しました。 
今回は、2020年４月に予定されている小学校統廃合により、通学距離が延びる青葉
小の児童に、通学途中に立ち寄れる場所を知ってもらおうと、あおば未来会が開催。
最初に訪れた「有料老人ホーム カペラ青葉」では、入居者と一緒にひまわりのカー
ドを作成しました。 
次に訪問した「デイサービス花梨の森・橋本さん家」では、施設の方々が用意した 
バーベキューや、庭での水遊びを楽しみ
ました。また、児童会館や郵便局の場所
を確認したり、子ども110番の家の説明
を受け、参加した子どもたちは、何かあ
ったときに駆け込める場所が身近にある
ことを学びました。 
青葉地区には、この他にも多くの施設が
ありますので、今後もこの取組を続けて
地域のつながりを深めていきたいと思い
ます。 

あ お ば 通 信 

地域つながりまち歩き ～ちいさな・ちいさな まち たんけん～ 

カペラ青葉の入居者の方と一緒にカード作り
をする子どもたち

平成３０年（２０１８年）１０月５日発行 

青葉まちづくりセンターだより               第７２号

９月５日の「台風 21 号」及び９月６日に発生した「平成 30年北海道胆振東部地震」
により被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 
北海道全域で発生した停電、断水もほぼ解消いたしましたが、今なお、避難所等で
不自由な生活を強いられている方が多数いらっしゃいます。 
引き続き、札幌市では被災者の支援をはじめ、復興・復旧に向けた取組を進めてま
いります。皆さまの御理解・御協力をよろしくお願いいたします。 
なお、本誌は当初９月 10日の発行を予定しておりましたが、地震の影響により行事
予定表など内容を修正する必要が生じ、発行が遅れましたことをお詫びいたします。 
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青葉地区では、青葉児童会館の活動を支援す
るために、地域団体が「青葉児童会館サポート
委員会」を組織し、様々な支援活動に取り組ん
でいます。 
小学校の夏休みには、日中も児童会館で過ご
す子どもたちが多くいることから、「夏の学習
支援」、「ゲームや工作での交流会」、「遠足」な
どを地域の方々の協力により行っています。 
「夏の学習支援」は10年前から毎年開催して
いて、今年は、７月26日（木）～８月８日（水） 
の土日を除く10日間実施。北海道退職校長会札幌厚別支部の協力により、毎日４～５
名の校長経験者の方が、子どもたちの学習を支援しました。 

８月１日（水）には、いきいきサロンカトレ
ア会が金魚の風鈴工作やフロアカーリングで
子どもたちと交流を深めました。カトレア会
の一戸さんが、フエルトを 
手縫いして作った金魚を子 
どもたちの人数分用意。 
子どもたちは、穴を空けて 
紐を通すのに苦労しながら、 
風鈴づくりに取り組みました。 

８月17日（金）は、青少年育成委員会などの
協力により、「市電一周の旅」に出かけました。 
前日まで長く続いた雨もあがり、朝から快晴。 
絶好の遠足日和となりました。 
すすきの駅から貸切の市電で路線を一周。電
車の中では、青葉町自治連合会の土田会長が、
北海道や札幌、市電の歴史を、クイズを交えて
分かりやすく紹介しました。また、途中、電車
事業所を見学、旧式から最新型の市電やササラ
電車を間近で見ることができ、参加した子ども
たちは、車掌さんの話に真剣に聞き入っていま
した。 
昼食の後は、札幌資料館を見学。ガイドツアーに参加して裁判所の歴史について学ぶ、
貴重な体験をすることができました。 

児童会館と地域が連携して子どもたちをサポート！

夏の学習支援

いきいきサロンカトレア会とフロアカ
ーリングで交流

クイズ形式で楽しみながら市電の歴史な
どを学ぶ子どもたち

手縫いの金魚
を使った風鈴
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「ふれあい広場あつべつ」でのイベント情報 

子どもから高齢者まで、誰でも気軽に参加できるスポーツイベントです。 

 日頃からスポーツをする方はもちろん、スポーツをする機会が少ない方も、スポーツ

を始めるきっかけづくりに、『スポチャレ』に参加しませんか。 

日時 平成30年10月7日（日）開会式9時45分 

   競技開始 10時、競技終了 15時（昼休みは種目により異なります） 

場所 厚別区体育館（厚別中央2条5丁目）※上靴、靴袋をご持参ください。

種目 フロアカーリング、キンボールスポーツ、スポーツチャンバラ、アイスホッケ

ーシュートゲーム、室内パークゴルフ、キックターゲット、バスケットシュート、

３A、バイアスロン射撃、体力測定、小さなお子様向けコーナー（輪投げなど） 

＊＊地域振興課からのお知らせ＊＊

厚別区民友愛セール 

厚別区スポーツチャレンジ（スポチャレ） 

主催 厚別区スポーツ推進委員会、厚別区体育振興会連合会、厚別区体育館、厚別区 
後援 厚別区町内連合会連絡協議会 
詳細 厚別区地域振興課地域活動担当 電話895-2442

●夢市場あつべつ  

10/13（土）10：00～14：00 （少雨決行、雨天順延） 

順延日は 10/14（日） 

主催（共催）：リサイクル運動市民の会、さっされん、共生協働ネット、札幌障害者活動支援センターライフ 

詳細：リサイクル運動市民の会 電話 011-513-6578（平日 10：00～17：00） 

●リサイクル運動市民の会フリーマーケット  

10/27（土）10：00～14：00 （少雨決行、雨天順延） 

順延日は 10/28（日） 

主催：リサイクル運動市民の会 

詳細：リサイクル運動市民の会 電話 011-513-6578（平日 10：00～17：00） 

10 月 5 日（金）に予定しておりました「第 29 回厚別区民友愛セール」については、 

このたびの北海道胆振東部地震の影響で、会場となる厚別区民センターの工事が長引き、

使用できない見通しとなったため中止となりました。 

現在、延期して開催可能かどうかも含めて検討中であり、開催する場合には、あらため

て広報さっぽろ等で詳細をお知らせいたします。 

詳細 厚別区連合女性部連絡会議事務局（厚別区地域振興課内）電話895-2442 
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２日～５日
厚別区フラワーガーデニングコンテスト応募作品展

示・一般投票（サンピアザ１階　光の広場）
6日 健康・介護予防フェアｉｎ青葉（青葉小学校）

７日 厚別区スポーツチャレンジ（厚別区体育館）

10日 あつべつ健康・福祉フェ スタ　プレ・フェ スタ（サンピアザ光の広場）

13日 夢市場あつべつ（ふれあい広場あつべつ）

20日 あつべつ健康・福祉フェスタ（厚別区民センター） 19日 落ち葉堆肥出し（青葉中央公園）

25日～27日 あつべつ食の文化祭2018（サンピアザ１階　光の広場） 20日 ホタルサミットinあおば（アークシティホテル）

30日 あつべつ花フェスタ2018秋（サンピアザ１階　光の広場）

28日 あおば未来会「ウォーキング会」（真駒内公園）

7日 ストップDVパネル展ミニコンサート

（サンピアザ１階　光の広場）
7日 青葉町自治連合会50周年記念祝賀会

10日
みんなの！新さっぽろフォトコンテスト表彰式

（サンピアザ１階　光の広場）
9日 落ち葉堆肥入れ（青葉中央公園）

10日～15日
みんなの！新さっぽろフォトコンテスト

全作品展示（サンピアザ１階　光の広場）
9日 交通安全早朝街頭啓発（厚別消防署前他）

28日～12月3日
みんなの！新さっぽろフォトコンテスト

入賞作品展示（Duo2 5階　新さっぽろギャラリー）

27日～29日 厚別歴史写真パネル展（サンピアザ１階　光の広場）

27日～29日 花のチャリティバザー（厚別区民センター）

11月 11月

厚別区・札幌市などの動き 地区の動き
10月 10月

※昨年までと会場が変更となっています

ので、詳細については、回覧チラシなどを

御確認ください。

～編集・発行～
青葉まちづくりセンター 厚別区青葉町３丁目２－２６ 
電話 011-892-8177  ＦＡＸ 011-892-6613 
厚別区役所ホームページＵＲＬ http://www.city.sapporo.jp/atsubetsu/
札幌市役所ホームページＵＲＬ http://www.city.sapporo.jp/ 

さっぽろ市 
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地区カレンダー (行事の詳細については、「広報さっぽろ」やホームページ、各団体のチラシをご覧ください)

◆編集後記◆（所長のつぶやき） 
今回の地震災害は、日頃の備えがいかに重要であるかを痛切に思い知らされるもの
となりました。いつかは自分の身にも起きると考えつつも、心の中では、今日は起き
ないだろうという油断があったと反省しています。 
その一方で、自治連合会、各自治会・町内会、そしてご近所さん同士が、地震発生
の直後から、被害に合っている方がいないか、見回りや声掛けを行ったと伺っており
ます。また、停電が長引きそうだという情報が入るや否や、高層階に住む高齢者に非
常食や水を届けようとの話し合いがされ、すぐに行動に移されました。 
こうした緊急時の対応は、日頃の地域のつながりや取組があって実現されるもので
あります。長年に渡り培われてきた地域力によって、今回の災害を最小限の被害で乗
り越えられたのではないでしょうか。 
青葉町自治連合会は今年50周年を迎えますが、今回の災害を教訓として、「これから
も住み続けたいまち」を実現するにはどうしたらよいのか、皆様と一緒に考えていき
たいと思います。 
“いきいきあおば“を合言葉に、これからもよろしくお願いします。 


